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の
と
思
わ
れ
る
。

②
は
燃
え
さ
し
で
、
上
端
部
に

一
文
字
分
の
墨
痕
が
確
認
で
き
る
。

①
は
上
下
端
と
左
半
分
を
欠
く
。
表
裏
と
も
に
入
念
な
調
整
が
施
さ
れ
、
断

面
形
が
レ
ン
ズ
状
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
表
面
中
程
に

「人
」
と
読
め
る
墨

痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
前
後
の
文
字
は
不
明
で
あ
る
。
裏
面
の
墨
は
流
れ
て
お

り
、
四
文
字
分
が
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
が
解
読
で
き
な
い
。

④
は
三
片
に
折
損
し
、
下
端
を
欠
く
。
破
片
ど
う
し
は
直
接
接
合
せ
ず
、
木

目
の
状
態
か
ら
順
番
を
推
定
し
た
。
表
面
に
は
明
瞭
に
浮
き
上
が
っ
た
文
字
が

見
え
て
お
り
、　
一
定
の
期
間
、
屋
外
で
風
霜
に
曝
さ
れ
る
状
態
に
あ
っ
た
呪
符

と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
裏
面
は
、
よ
く
調
整

さ
れ
た
面
に
墨
が
残
り
、
下
か
ら
二
文
字
目
の

「人
」
が
確
認
で
き
る
。

①
は
右
端
と
上
部
を
欠
く
。
表
面
は
、
③
側
と
同
様
に
三
文
字
分
が
浮
き
上

が
っ
て
見
え
、　
一
番
下
の
文
字
が

「人
」
と
読
め
る
。
裏
面
に
も
二
文
字
分
程

の
極
め
て
微
細
な
浮
き
上
が
り
が
認
め
ら
れ
る
が
解
読
で
き
な
い
。

ω
ｌ
働
は
全
て
ヒ
ノ
キ
材
で
あ
る
。
な
お
、
釈
文
は
肉
眼
観
察
に
よ
る
も
の

で
、
今
後
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
な
ど
に
よ
る
観
察
に
よ
る
変
更
も
あ
り
得
る
。
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特
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研
究
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会
の
記
録

日
高
町
の
古
代
遺
跡
と
出
土
木
簡
…
加
賀
見
省

一
、
出
石
町
の
古
代
遺
跡
と
木
簡

…
小
寺
誠
、
袴
狭
遺
跡
出
土
木
簡
と
但
馬
国
豊
岡
盆
地
の
条
里
…
山
本
崇
、
九
世

紀
の
国
郡
支
配
と
但
馬
国
木
簡
…
吉
川
真
司
、
文
書
と
題
鏡
軸

（報
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要
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）
…

杉
本

一
樹
、
討
論
の
ま
と
め
…
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野
和
己
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